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論 文

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と
発達心理学との関連：スコーピング・レビュー

針金まゆみ１） 菅原 航平２）

The Relationship between“Figures Expected to Be Developed
by the End of Early Childhood”and Developmental Psychology:

A Scoping Review

HARIGANE Mayumi１） SUGAHARA Kohei２）

【要 旨】
本研究は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が２０１７年に文部科学省から提示さ

れ、２０１８年より幼稚園教育要領に導入された背景を踏まえ、発達心理学の視点からその研
究の到達点と課題を明らかにすることを目的にスコーピング・レビューを実施した。
PRISMA-ScR ガイドラインに準拠し、医学中央雑誌とCiNii を用いた文献検索及びハン
ドサーチを行い、最終的に１８件の文献を分析した。結果、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」は幼児教育の評価の視点として、また、小学校との連携・接続の視点として浸
透し、保育活動や地域特性を通じた育成プロセスが議論されている一方、評価基準の統一
性、家庭や地域との連携、長期的影響の検証が課題として浮き彫りになった。今後、社会
情動的スキルの評価手法の開発や、地域社会との協働を重視した保育実践の研究が必要で
あることが示唆された。

【キーワード】
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿、１０の姿、幼稚園教育要領、発達心理学、
スコーピング・レビュー

１．はじめに

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
が、２０１７年に文部科学省から提示された。２０１８
年から、幼稚園教育要領において、評価の視点

として定められ、具体的な段階も示されるよう
になってきている。この姿が提示されるに至っ
た経緯として、小学校以降の教育への円滑な接
続や現代的課題への対応を目的とした教育内容
の見直しが挙げられている１）。他方、子どもの
育ちについては、発達心理学の分野で知見が蓄

１）別府大学短期大学部 ２）福岡県立大学人間社会学部
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適格基準 除外基準

「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」ま
たは「１０の姿」を取り
上げている

「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」ま
たは「１０の姿」を取り
上げていない

学術論文である 会議録ではない・
学会発表抄録ではない

日本語である 日本語でない

表１ 適格基準及び除外基準

積されている。
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が

発達心理学の観点からどのように研究されてい
るのか、また、他の専門分野、教育学や保育
学、福祉学等において研究されている内容を発
達心理学の観点で捉え直すことができないかと
考えた。
そこで本研究は、「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」について取り上げた研究をス
コーピング・レビューし、これまでの研究の到
達点と今後の課題を発達心理学の観点から提示
することを目的とした。

２．方法

本研究では、PRISMA Extension for Scop-
ing Reviews（PRISMA-ScR）ガイドライン２）

に基づき、電子データベースによる文献検索と
ハンドサーチを実施した。文献検索には、医学
中央雑誌文献データベース及びNII 学術情報ナ
ビゲータ（CiNii）を用いた。
表１の適格基準及び除外基準に従い、医学中

央雑誌では、検索式を「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」と設定して文献を検索したと
ころ、２０２４年１０月１７日時点で７件、「幼児期の
終わりまでに育ってほしいAND姿」と設定し
て検索したところ、２０２４年１０月１７日時点で８件
が該当した。原著論文に絞り込むと、どちらの
検索式においても同様の４件が該当した。ま
た、検索式を「１０の姿」と設定して文献を検索
したところ、２０２４年１０月１７日時点で２件、原著
論文に絞り込むと該当する論文はなかった。
CiNii では、検索式を「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」と設定して文献を検索した
ところ、２０２４年１０月１７日時点で２０４件が該当し、
論文に絞り込むと１９１件が該当した。さらに、
紀要論文及び学術雑誌論文に絞り込むと６２件が
該当した。「幼児期の終わりまでに育ってほし
い 姿」と設定して文献を検索したところ、
２０２４年１０月１７日時点で２４９件が該当し、論文に
絞り込むと２３２件が該当した。さらに、紀要論
文及び学術雑誌論文に絞り込むと８１件が該当し

た。また、検索式を「１０の姿」と設定して文献
を検索したところ、２０２４年１０月１７日時点で１５１
件が該当し、論文に絞り込むと１２６件が該当し
た。さらに、紀要論文及び学術雑誌論文に絞り
込むと４１件が該当した。
また、電子データベースによる検索で取りこ

ぼした文献を特定するために、抽出した論文及
び関連するレビュー論文の引用文献リストにお
いてハンドサーチを行った。２０２４年１０月２１日時
点で１編が該当した。

次に、文献管理ソフトMendeley Reference
Manager を用いてレコードを整理し、重複し
ていた８８レコードを除いた１０１件の研究がスク
リーニングの対象となった。スクリーニング
は、発達心理学を専門とする第一著者と第二著
者とで行った。スクリーニングの過程で、二人
の判断が異なる文献については、採用として次
の手続きに進めた。１０１件について、表１の基
準に従ってタイトルを精査し、６３件が除外さ
れ、３８件が抽出された。続けて、表１の基準に
従って抄録を精査し、１７件が除外され、２１件が
抽出された。さらに、表１の基準に従って本文
を精査し、３件が除外され、１８件が抽出され
た。抽出された１８件について、本文を精読し、
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を主
題として扱っているか、発達心理学に関連する
記述があるか、会議録や学会発表抄録ではない
かを精査した。その結果、１８件が抽出された
（図１）。
１８件について、当該論文の目的、方法（レ
ビュー、質問紙調査、面接調査）、対象（扱わ
れた月齢や年齢、人数）、主要な結果、「幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿」の取り上げ方
を整理した。なお、本研究は個人情報を取り扱
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著者 年 目的 方法 対象 主要な結果 取り上げ方

小薗江３）２０１８

改訂された幼稚園教育
要領の「１０の姿」を考
察し、就学移行期の事
例を通じて教育内容の
連続性を検討。

事例研究、
観察

首都圏の保育所・
幼稚園・小学校の
児童、保護者、保
育者

就学移行期の課題と支
援の必要性を指摘。

「１０の姿」の到達点
の分析と改善点を議
論。

田中ら４）２０１８
改訂された「１０の姿」
と年間指導計画の適合
性を２つの保育雑誌を
用いて分析。

年間指導計
画の分析
（２誌比較）

保育雑誌２種、
３～５歳児

雑誌ごとの「１０の姿」
反映の偏りを指摘し、
具体性と連続性の不足
を議論。

「１０の姿」を年齢別
に分類し、計画の改
善点を提案。

賀門・
奥５） ２０１９

家庭環境が「１０の姿」
に与える影響を調査
し、家庭と園の連携の
課題を分析。

質問紙調査
福島県K幼稚園
の在園児と保護者
（１１７家庭）

親子の時間の質が「１０
の姿」の達成に影響。
地域特性も示唆。

「１０の姿」を認知能
力と非認知能力の観
点で分類して議論。

井上６） ２０２０
絵本読み聞かせの慣行
が「言葉による伝え合
い」に与える影響を分
析。

文献分析、
慣行の検証

就学前教育の絵本
読み聞かせを分析
対象

自由な対話の欠如が言
語力の発達を阻害する
可能性を指摘。

「言葉による伝え合
い」に焦点を当て、
保育実践の改善点を
提示。

太田７） ２０２０
幼稚園教育要領におけ
る「言葉による伝え合
い」の育成方法を検討。

教育要領の
歴 史 的 分
析、事例研
究

就学前教育現場
（具体的対象数な
し）

「言葉による伝え合
い」の活動全体への統
合の重要性を指摘。

「言葉による伝え合
い」を他の９項目と
の関連で議論。

表２ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」または「１０の姿」について論じた研究

わない文献レビューのため、倫理審査委員会に
よる審査を受けていない。 ３．結果

検討対象として文献１８件を抽出した（表２）。

図１ 論文抽出のフローチャート
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著者 年 目的 方法 対象 主要な結果 取り上げ方

白石ら８）２０２０
幼稚園教育要領の「１０
の姿」と幼児発達の関
連性を考察。

横断的な事
例分析

福島大学附属幼稚
園の３～５歳児

幼児の発達過程と「１０
の姿」の重なりを分析
し、評価方法の偏りを
指摘。

「１０の姿」を具体的
な発達過程と照らし
合わせて議論。

渡邉９） ２０２０
「言葉による伝え合い」
の基盤と保育者の役割
を探究。

事例研究
Ａ市立幼稚園
（２０１８－２０１９年
度）

「話す→聞く→伝え合
う」の過程が「１０の姿」
達成に寄与。

「言葉による伝え合
い」と保育者支援の
具体例を提示。

明石１０） ２０２１
「協同性」の発達を遊
びの観察事例を通じて
考察。

事例研究 幼稚園の３～５歳
児を観察

子どもの「協同性」の
発達が遊びを通じて顕
在化する事例を分析。

「協同性」を保育者
の支援や環境整備と
結びつけて議論。

紀村１１） ２０２１

幼児期の運動遊びに関
して、「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい
姿」と領域「健康」か
らみた検討。

アンケート
調査、授業
実践

小学１年生２７名

身体活動を行う上での
ポイント「簡単なルー
ル」「共通の目的」「心
身の変化への気づき」
を提示。

幼稚園と小学校をつ
なぐ１つの話題とし
て重視。

井口ら１２） ２０２２
小学１年担任による
「１０の姿」に基づいた
スタートカリキュラム
の評価及び修正。

アンケート
調査、面接
調査

小学１年担任１名

「１０の姿」が小学校の学
びや生活につながって
おり、指導上の留意点
について具体的な示唆
を得られることを確認。

各「１０の姿」に対応
する授業実践を分
析。

杉本１３） ２０２２
「１０の姿」の９番目「言
葉による伝え合い」を
促す保育活動を検討。

アンケート
調査

滋賀県内の保育
園・幼稚園。認定
こども園等保育者
６８名、大学生２４名

日常生活における保育
者と子どもとの信頼関
係の重要性や遊びの充
実が豊かな言葉や表現
につながることを示唆。

「言葉による伝え合
い」への取り組みを
保育者と学生の自由
記述から分析。

植草ら１４） ２０２２
自然体験活動を通じた
「１０の姿」の達成を目指
し、保育者・学生・幼
児の相互の学びを検討。

アンケート
調査、観察、
共起分析

保育者（１０名）、
学 生（７７名）、附
属幼稚園の子ども
たち

自然体験が「１０の姿」
の達成や保育者の視点
形成に寄与することを
示唆。

「協同性」「自然との
関わり」を指標に自
然体験を分析。

柳原ら１５） ２０２２
写真記録を活用し、
「１０の姿」の芽生えを
明確化し、保育者間の
対話を検討。

事例研究 日本女子大学附属
幼稚園の３歳児

ドキュメンテーション
で「１０の姿」の観察が
保育者間で共有化され
る効果を示唆。

「自立心」や「思考
力の芽生え」などを
具体的に分析。

井口１６） ２０２３
「１０の姿」を保育の質
向上に活かすための手
だてを検討。

アンケート
調査

東京都内幼稚園６
園・保育所４園の
保育者１０２名

「１０の姿」について、
若手保育者と異なり、
ベテラン保育者の活用
の困難さを確認。

「１０の姿」と関連付
けた「評価指標」を
提案。

井口ら１７） ２０２３
「１０の姿」の小学校の
スタートカリキュラム
における活用方法の検
証。

アンケート
調査 小学１年担任２名

「１０の姿」の学校生活
全体における子どもの
総合的な見とりに活用
できる可能性を確認。

各「１０の姿」に対応
する子どもの見とり
を分析。

差波１８） ２０２３
幼児期終盤の姿を事例
に「１０の姿」を具体化
し、小学校教育との接
続を議論。

観察記録と
事例研究

Ａ市立幼稚園の５
歳児クラス

子どもの主体的活動が
「１０の姿」と対応。保
育者の関与が重要と確
認。

「１０の姿」を具体例
と関連付け、小学校
教育との共有を提
案。

善野１９） ２０２３
運動遊びを通じた「協
同性」と「思いやり」
の育成を考察。

事例研究
奈良学園大学附属
幼稚園の４～５歳
児

運動遊びが「１０の姿」
の実現に貢献する事例
を提示。

「協同性」「思いやり」
を具体的な活動例と
結びつけて議論。

大室・
髙桑２０） ２０２４

豪雪地帯の雪遊びを通
じて「１０の姿」の発現
を分析し、保育者の支
援を検討。

観察記録、
事例分析

山形県Ｍ市の保育
園の３～５歳児
（１２名）

雪遊びが「健康な心と
体」「道徳性・規範意
識」「協同性」などの発
達に寄与。

「１０の姿」をマッピ
ングし、保育者の支
援との関係性を議
論。
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（１）目的
４件の文献が、幼稚園教育要領改訂に基づく

「１０の姿」の意義や適用可能性を分析してい
た３，４，８，１８）。これらは、教育政策が保育現場や小
学校教育とどのように接続されるべきかを議論
することを目的としている。
別の５件の文献は、遊びや活動（例：自然体

験、雪遊び、運動遊び）を通じた「１０の姿」の
育ちの過程を考察していた９，１０，１１，１９，２０）。これらの
研究は、具体的な場面における「１０の姿」の発
現を記録・分析し、保育者の関与の重要性を示
している。
さらに別の５件の文献は、家庭環境や保育者

の意識が「１０の姿」の育成に与える影響を調査
した５，１３，１４，１６，１７）。これらは、保育者間の対話促進
や教育計画の改善を目指している。
また、別の５文献は就学前教育から小学校教

育への円滑な接続のための視点としての「１０の
姿」の活用について検討していた３，１１，１２，１７，１８）。

（２）方法
２件の文献は、教育計画や教育要領を文献分

析を通じて検討し、「１０の姿」と現場での実践
の適合性を評価している４，７）。この方法は、教
育政策の意図と現場での具体的な実践を橋渡し
する役割を果たす。
５件の文献は、観察記録や事例研究を通じ

て、具体的な活動や遊びが「１０の姿」の達成に
与える影響を分析している３，９，１０，１９，２０）。これらの
方法は、子どもの行動を直接的に記録すること
で、理論と実践の橋渡しを行っている。
別の５件の文献は、保育者や家庭の視点を把

握するため、アンケート調査や自由記述の分析
を行っていた５，１３，１４，１６，１７）。これらは、保育者間の
対話促進や教育計画の改善を目指している。

（３）対象
５件の文献が幼児を対象としており、具体的

な 年 齢 層 は３歳 か ら５歳 が 中 心 で あ っ
た３，９，１０，１９，２０）。
４件の文献は、保育者や学生を対象とし、教

育現場での「１０の姿」の活用を調査してい

た５，１２―１４）。
その他、賀門・奥５）は、家庭を中心とした調

査を行い、家庭の生活環境や親子関係が「１０の
姿」にどのように影響を与えるかを分析してい
た。また、紀村１１）は、小学１年生を対象にアン
ケート調査及び授業実践を行い、運動遊びにつ
いて「１０の姿」と領域「健康」から検討した。

（４）主な結果
２件の文献で、「１０の姿」が幼児教育の指針

として現場で活用されていることが明らかにさ
れた９，１８）。渡邉９）は「言葉による伝え合い」が
保育者支援に有効であることを確認しており、
差波１８）は、小学校教育との接続における「１０の
姿」の有効性を示した。
２件の文献で、自然体験や遊びを通じて、

「１０の姿」が発現する様子が観察された１０，１９）。
明石１０）は、遊びによる「協同性」の育成を確認
し、善野１９）は、運動遊びが「思いやり」の発達
に寄与することを示した。
２件の文献で、評価基準の統一性が欠如して

おり、改善が必要であることが示された８，１２）。
白石ら８）は、「１０の姿」の評価方法の偏りを指
摘し、井口ら１２）は、保育者の経験に応じた評価
の困難さを明らかにした。
賀門・奥５）は、家庭環境が「１０の姿」に与え

る影響を示した。
３件の文献で、「１０の姿」は小学校での授業

改善の視点としても有効であることを示し
た１１，１２，１７）。井口ら１２，１７）は、「１０の姿」を視点にし
た見とりは、スタートカリキュラムの実践にお
ける指導上の留意点について、具体的な示唆を
得られることを明らかにした。

（５）「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
（１０の姿）」の取り上げ方

渡邉９）や善野１９）は、「１０の姿」の項目を具体的
に分析し、活動や行動の中でどのように育まれ
るかを検討していた。
賀門・奥５）は、「１０の姿」に家庭環境や保護

者の意識がどのように影響を及ぼすかを議論し
ており、教育の普及活動としての価値を示して
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いた。
田中ら４）や白石ら８）は、「１０の姿」が保育全体

を包括する評価の視点としてどのように活用さ
れているかを分析しており、保育計画との関連
性を評価していた。
井口ら１２，１７）や差波１８）は、幼児教育と小学校教

育の共通の視点としての価値を示していた。

４．考察

（１）研究方法の妥当性
本研究では、PRISMA Extension for Scop-

ing Reviews（PRISMA-ScR）ガイドライン２）

に基づき、文献検索、スクリーニング、精査の
プロセスが体系的に行われている。この点は、
スコーピング・レビューの信頼性と透明性を担
保するうえで非常に妥当である。特に、適格基
準と除外基準を明示し、それに基づいて複数段
階で文献を精査している点は、結果の再現性を
高めるための重要な要素である。
文献検索には、医学中央雑誌文献データベー

スとCiNii という信頼性の高いデータベースが
使用されており、対象とする分野の文献を広範
にカバーしている。さらに、複数の検索式を用
いていることから、検索結果の取りこぼしが最
小限に抑えられていると評価できる。
また、電子データベースによる検索に加え

て、ハンドサーチを併用することで、電子的に
検索できない文献を補完する努力がなされてい
る。このアプローチは、スコーピング・レ
ビューの網羅性を高めるうえで非常に妥当であ
る。
表１に示された適格基準及び除外基準は、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や「１０
の姿」を主題とし、日本語で記述された学術論
文に絞り込むという点で明確かつ適切である。
特に、会議録や学会発表抄録などの資料を除外
している点は、レビューの学術的価値を高める
ために重要である。
文献管理ソフト（Mendeley Reference Man-

ager）を活用し、重複レコードを排除した後、
タイトルの精査、抄録の精査、本文の精査とい

う多段階プロセスを経ている点は、系統的レ
ビューの基本要件を満たしている。この手法
は、レビュー対象の文献を効率的かつ効果的に
抽出するために適切である。
スクリーニングを発達心理学を専門とする複

数の著者で行い、判断が異なる場合には「採用」
として進める方針が取られている。このアプ
ローチは、偏りを最小限に抑え、包括的な文献
選定を行うために妥当である。また、最終的に
１８件を抽出し、精読を通じて主題の関連性を精
査している点も信頼性を高めている。

（２）結果
１）研究目的の分類の妥当性
目的を「政策・教育方針の検討」「保幼小の

接続」「具体的な「保育内容」または「育ち」
の検討」「保育者や家庭・地域との連携」に分
類した結果は、研究の多角的な視点を適切に反
映しており妥当である。「政策・教育方針の検
討」では、幼稚園教育要領改訂を踏まえた「１０
の姿」の意義と課題が議論されており３，４，８，１８）、
「保幼小の接続」では、保育現場や小学校教育
との接続を検討する視点が反映されている。一
方、「具体的な「保育内容」または「育ち」の
検討」では保育活動を通じた具体例の提示が行
われており９，１０，１９，２０）、「協同性」や「言葉による
伝え合い」の育成を中心に研究が進められてい
る。「保育者や家庭・地域との連携」について
も、保育者や家庭環境の影響を調査する研
究５，１２―１４）が含まれており、各ステークホルダー
を考慮した分類として適切である。

２）研究方法の分類の妥当性
方法を「文献分析」「観察記録・事例研究」

「アンケート調査」に分類した結果は、研究手
法の多様性を的確に整理している。「文献分
析」４，７）は政策や指導計画の背景を理論的に整理
し、「観察記録・事例研究」９，１０，２０）では保育現場
での具体的実践を分析している。「アンケート
調査」５，１２，１３）は、保育者や家庭の視点を補完して
おり、各方法の適用範囲が明確である。
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３）対象の分類の妥当性
対象を「幼児」「保育者・教育者」「家庭・地

域」に分類した結果も、幼児教育の主要な関係
者を適切にカバーしており妥当である。「幼児」
を対象にした研究１０，１９，２０）では、「１０の姿」の発現
を直接観察し分析している。また、「保育者・
教育者」を対象にした研究１２，１３）は、実践と評価
の視点を提供している。「家庭・地域」に関す
る研究５）は少ないが、この視点を扱う研究が含
まれている点で分類のバランスがとれている。

４）主要な結果の分類の妥当性
主要な結果を「教育現場での有効性」「具体

的活動による発現」「授業改善の視点」「評価方
法の不統一性」「家庭や地域との連携」に分類
した結果は、研究の成果を包括的に整理してい
る。「教育現場での有効性」９，１８）や「具体的活動
による発現」１０，１９）「授業改善の視点」１１，１２，１７）は、「１０
の姿」の実践的効果を示しており、「評価方法
の不統一性」８，１２）や「家庭や地域との連携」５）に
ついての指摘は今後の課題として位置づけられ
ている。

５）「１０の姿」の取り上げ方に関する分類の妥
当性

「１０の姿」の取り上げ方を「各項目の具体的
分析」「保幼小共通言語」「家庭環境の影響」
「保育全体の枠組みとしての活用」の４つに分
類した点は、幼児教育現場での「１０の姿」の実
際の活用状況を適切に反映している。「各項目
の具体的分析」９，１０）は、教育要領に基づき「１０の
姿」を細分化して議論しており、個別指導の指
針を提供する意義がある。「保幼小共通言
語」１２，１７，１８）は、保育施設と小学校が共通理解を図
る視点としての重要性を示している。「家庭へ
の影響」５）は、教育の普及活動や保育者養成へ
の具体的影響を示し、「１０の姿」の社会的意義
を明確にしている。「保育全体の枠組みとして
の活用」１４）は、指導計画全体で「１０の姿」を統
合的に捉える意義を論じており、保育者が「１０
の姿」を具体的に活用する際の方向性を提示し
ている。この分類は、実践的価値を伴う議論を

整理するうえで妥当といえる。

（３）先行研究の到達点
「１０の姿」は幼稚園教育要領の改訂により導

入された教育指針として広く認知され、政策
的・実践的な基盤が整備されつつある。複数の
研究が、「１０の姿」の意義を政策的背景と結び
つけて分析し、その到達点を評価している３，４）。
これらの研究では、「１０の姿」が子どもの発達
を包括的に捉える枠組みとして有効であること
が示され、教育現場での指導方針や年間計画の
形成に大きく寄与している。このことから、
「１０の姿」は幼児期の教育評価の視点として一
定の地位を確立したといえる。また、「１０の姿」
は小学校でのスタートカリキュラム作成・実施
時や、子どもの発達に関する情報共有の視点と
なることが期待されているが、小学校側の「１０
の姿」に関する理解やその活用は課題となって
いる１２，１７，１８）。
研究の多くは、具体的な保育活動や地域特性

に基づいて「１０の姿」の発現や育ちの過程を議
論しており、これが実践的に活用されつつある
ことを示している。例えば、自然体験活動や運
動遊び、雪遊びといった具体的な活動を通じ
て、子どもの「協同性」や「健康な心と体」の
育ちが確認されている１０，１４，２０）。これらの研究は、
保育活動の内容が「１０の姿」の育ちに直結して
いることを示し、現場での保育計画の具体的指
針を提供している。また、保育者の援助の仕方
が子どもの発達に大きく影響を及ぼすことが明
らかにされており、「１０の姿」を中心とした保
育の質向上が進んでいることが示唆される。
一部の研究では、「１０の姿」が教育者や家庭

にどの程度浸透しているか、またそれが子ども
の育ちにどのような影響を与えているかが議論
されている５）。この研究は、教育者が「１０の姿」
を深く理解し、保育計画に取り入れることで、
子どもの発達が促進されることを示している。
一方で、家庭環境や地域特性が「１０の姿」の育
ちに与える影響も指摘されており、親子の時間
の短縮や地域の支援体制の弱さが課題として挙
げられている。これらの成果は、家庭や地域社
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会との連携の重要性を示しており、「１０の姿」
を多面的に支えるための環境整備が必要である
ことを示唆している。
「１０の姿」を観察・評価するための記録方法

に関する議論も進展している。特に、写真記録
やドキュメンテーションを活用することで、姿
やその変化を捉え、保育者の気づきが深まり、
子どもの成長をより正確に記録できることが示
されている１５）。また、事例研究を通じて、「１０
の姿」の育ちの過程を明確に描き出す手法が提
案されており、これが保育者間の育ちの過程の
共有を促進している。一方で、評価方法が定型
化されていないことや、幼稚園教育要領などで
は幼児期の終わりの姿しか例示されておらず、
年長児前半以前の「１０の姿」を具体的にイメー
ジしづらい場合もあるため、現場での運用にば
らつきが見られることが課題として挙げられて
いる。
これまでの研究を総合すると、「１０の姿」は

幼児教育における目途として確立し、保幼小の
接続期の共通の視点として認識されつつある一
方で、いくつかの重要な課題が残されているこ
とが明らかである。まず、「１０の姿」が教育指
針として一定の効果を発揮している一方で、そ
の具体的な実践方法や評価基準には統一性が欠
ける点が指摘されている。また、家庭や地域と
連携した包括的な支援体制の構築が不十分であ
ることが、子どもの成長に影響を及ぼしている
可能性が示唆される。これらの課題に対処する
ことで、「１０の姿」がより効果的に活用され、
幼児期教育や架け橋期の教育のさらなる発展が
期待できる。

（４）今後の課題：発達心理学の観点から
「１０の姿」やその背景にある３つの資質・能

力は、社会情動的スキル（協同性、思いやり、
主体性など）の育成を重要な側面として強調し
ている。しかし、これらのスキルがどのような
環境要因や個人特性によって形成され、発達し
ていくのかについては、十分に解明されていな
い部分が多い。例えば、家庭での親子関係や保
育現場での人間関係がどのように社会情動的ス

キルの発達を促進または阻害するのか、長期的
な観点での追跡研究が必要である。また、これ
らのスキルがどのように子どもの学業成績や社
会的適応に寄与するかを探ることは、「１０の姿」
の意義をさらに深めるうえで重要である。
発達心理学の観点から見ると、幼児期は認知

発達、社会性発達、情緒発達が急速に進む重要
な時期である。このため、「１０の姿」に示され
た姿が、幼児期の発達的特性や段階に適合して
おり、保育者や小学校教員がその姿を見とるこ
とができているかを検証することが求められ
る。特に、「主体的に行動する力」や「思考力
の芽生え」などは、年齢や個々の発達レベルに
よって達成度が異なるため、それらを評価して
支援する適切な保育方法や教育プログラムの開
発が必要である。また、「１０の姿」が幅広い子
どもたち（例：発達障害や多様な文化的背景を
持つ子ども）にとって適切に機能するかについ
ての検証も重要な課題である。
「１０の姿」やその背景にある３つの資質・能

力の育ちの状況を評価するための基準や方法が
現場で統一されていない現状が指摘されてい
る。発達心理学の視点からは、観察評価や記録
方法が子どもの成長を正確に反映し、かつ個別
性を尊重するものでなければならない。例え
ば、標準化された観察ツールや評価指標を開発
し、その心理学的妥当性（例：信頼性、妥当性）
を検証する必要がある。また、評価が子どもや
保育者にとって有意義なフィードバックとなる
よう、評価プロセス自体の教育的意義を考慮し
た方法論の構築が求められる。また、これらが
活用されるためには、総合性や個人内評価を重
視する保育の視点を取り入れることや、保育者
でも短時間で簡便に実施できることなどが求め
られ、発達心理学の観点とのバランスをとるこ
とが必要となる。
発達心理学では、子どもの発達を促進するエ

コシステムの視点が重要とされる。保育の質に
関する評価の際には発達心理学の知見も取り入
れられた評価尺度も活用されている。研究の中
で、家庭や地域の環境が「１０の姿」の達成に大
きく関与していることが示唆されている５）が、
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それらの具体的な連携モデルや介入プログラム
は未だ十分に検討されていない。家庭・地域社
会と保育現場がどのように協働して「１０の姿」
の背景にある３つの資質・能力を育むことがで
きるか、具体的な方策を提案する必要がある。
例えば、保護者教育プログラムの開発や地域リ
ソースの活用を通じて、保育の枠を超えた支援
体制を整備することが重要である。
日本特有の文化や価値観を反映した「１０の姿」

は、現代のグローバル化する社会においてどの
ような意味を持つのかを検討する必要がある。
他国の幼児教育における目標や方法論と比較
し、日本の「１０の姿」がどのような独自性と普
遍性を持つのかを明らかにすることは、国際的
な幼児教育研究に貢献するだけでなく、国内で
の実践を再評価する機会となる。異文化間比較
研究や国際共同研究を通じて、「１０の姿」の新
たな価値や改善の方向性を探ることが求められ
る。
「１０の姿」が幼児期のみにとどまらず、児童

期以降の学業、社会的適応、職業能力など、そ
の後の人生にどのように影響を与えるかについ
ての長期的追跡研究が不足している。発達心理
学の観点から、幼児期に育まれる社会情動的ス
キルや社会性が成人期の生活に与える影響を明
確にすることは、「１０の姿」の意義をより深く
理解するための重要な手がかりとなる。また、
その影響を社会的に定量化し、「１０の姿」に基
づく教育がどの程度の社会的利益をもたらすか
を検証することも重要な課題である。

５．結論

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や
「１０の姿」に関する研究は、教育の方向性とし
ての価値や小学校との連携・接続の視点として
の価値を確立してきた一方で、発達心理学の観
点から多くの未解決の課題が存在する。社会情
動的スキルの具体的育成プロセス、保育の総合
性や個別性に配慮した評価基準の統一、家庭や
地域との連携強化、グローバルな視点の導入、
長期的影響の検証などが今後の重要な研究課題

である。これらの課題に取り組むことで、「１０
の姿」はより科学的な裏付けを伴い、幼児教育
の実践に一層効果的に貢献するものと考えられ
る。
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